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第Ⅳ章 草の根プロジェクト事業の仕上げ 

1.アクションプランの評価 (2021年 11月・ 2022年 5月) 

2020年 9-11月の現地スタッフによる聞き取り調査後も、COVID-19パンデミックにより渡航の可否

の見通しが立たず、さらに約１年が経過し、私たちの現地活動は１年９か月間実施できていません。すなわ

ち、１年９か月の間、カウンターパートの自主性でアクションプランをベースとして廃棄物管理改善に取り組

んできたことになります。 

また、草の根プロジェクトは当初の予定から実施期間が延長されたものの、その延長には限りがありま

す。そのため、カウンターパートの自主性で運用してきたアクションプランの実施状況について評価すること

にしました。 

アクションプランの評価にあたってはサンカットごとに Zoom 会議を開催し、直接、私たちから実施状況

等について、主にはサンカット長から聞き取り調査することにしました。 

次に聞き取り調査をもとにアクションプランを評価します。そして、渡航再開時に現地に対して現時点で

の評価を説明・報告し、現地調査の実施により評価のエビデンス(裏付け)をとります。このとき、評価と現

地の状況に齟齬があれば評価を修正することになります。 
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1-1.アクションプランの進捗状況の確認(Zoom会議)  (2021年 11月) 

2020年 9-11月の現地スタッフによる聞き取り調査後も、COVID-19パンデミックにより渡航の可否

の見通しが立たず、さらに約１年が経過し、私たちの現地活動は１年９か月間実施できていません。また、

私たちからのカウンターパートへのアプローチとしては、先の聞き取り調査だけであり、特に具体的なアド

バイス等は実施していません。すなわち、カウンターパートは約１年

９か月の間、彼らの自主性でアクションプランをベースとして廃棄

物管理改善に取り組んでいます。 

私としては、前回も述べたように、「マンネリ化の落とし穴」に陥

(は)まっていないのか、ということが一番心配しているところです。 

そのため、２０２１年１１月に、カウンターパートはどのようにして廃

棄物管理に取り組んでいるのか、どのような成果が得られているの

か、もしくは、廃棄物管理改善は停滞しているのか、現地の状況を

確認するために、5 サンカットに対して Zoom による直接の聞き取

り調査を実施しました。 

しっかりと現地の状況を把握することができるように、前もって質問する内容を送付し、サンカットごとに

1.5 時間程度聞き取りました。この時、廃棄物管理局長(兼廃棄物管理公社総裁)、環境局、ボンケンコン

区、カチャムカーモン区からも出席を求め、現状の情報共有をする良い機会にもなりました。 

 

 

 

 

ハードルは超えたと安心している
と、思わぬ落とし穴が待っている 
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2021年 10月に Zoomにて、アクションプランの進捗及び廃棄物管理改善状況について聞き取りまし

た。 

① Zoom会議の内容 

 住民へのごみ管理ルールについての啓発とその効果 

 環境ボランティア等への教育・啓発の実施状況 

 新しい廃棄物収集運搬体制へ移行後の状況 

 水路及び道路の清掃状況 

 住民表彰の実施状況 

 ごみ管理を実施している中でのアピールポイント 

 ごみ管理を継続するための問題点・課題 

 

このZoom会議に、廃棄物管理局長(廃棄物管理公社総裁)、環境局、ボンケンコン区及びチャムカーモ

ン区からの参加は、情報共有の機会として効果的でした。各サンカットによる廃棄物管理改善の取り組み

を管理したり、指導する立場である上部組織は都(国)の機関であり、サンカットは地方自治体のため、情

報の共有が不十分であったり、組織間の情報共有も不十分であったようです(いわゆる組織の縦割りの弊

害)。さらに、サンカット長の廃棄物管理に係わる解釈を廃棄物管理局長が直ぐに是正したり、進捗が遅れ

ている部分については廃棄物管理局長が促すなどのアクションプランの進捗管理もなされました。 

Zoom会議の結果は、「Zoom会議の概要一覧」「Zoom会議によるアクションプラン等実施状況のフィ

ッシュボーン」「アクションプランの進捗状況」として取りまとめました。 

 

  

1.アクションプランの評価

2020年3月 COVID-19パンデミックにより現地渡航の中断が継続しており、

2020年10月に現地スタッフによる聞き取り調査を実施した。それ以降も

渡航中断が継続しているため、現地の状況を把握するためにZoom会議を

実施するとともに、アクションプランを評価する資料にする。

目的

実施事項

• 5サンカット長に対してアクションプラン実施状況等の廃棄物管理に係わる

現状について情報交換する。

• 廃棄物管理局(廃棄物管理公社)、環境局、チャムカーモン区及びボンケンコ

ン区から状況に応じて参加する。

• Zoom会議の内容(アクションプラン実施状況)

住民へのごみ管理ルールについての啓発とその効果

環境ボランティア等への教育・啓発の実施状況

新しい廃棄物収集運搬体制へ移行後の状況

水路及び道路の清掃状況

住民表彰の実施状況

ごみ管理を実施している中でのアピールポイント

ごみ管理を継続するための問題点・課題

アクションプランの進捗状況の確認(Zoom会議)：2021年11月
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1.アクションプランの評価

アクションプランの進捗状況の確認(Zoom会議)：2021年11月

BT：

2021.11.12

16:30-18:00

BKK3：

2021.11.12

11:00-12:30

1.アクションプランの評価

アクションプランの進捗状況の確認(Zoom会議)：2021年11月

BKK2：

2021.11.11

11:00-12:30

TTP1：

2021.11.11

16:30-18:00
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Zoom 会議でサンカットのごみ管理に係わる現況を説明するに当たり、サンカット長のキャラクターがよ

く出ています。質問内容は前もって知らせていたので、あるサンカット長は説明文を用意し、読み上げていま

した。たま、別のサンカット長は質問に対してその場で考えて答えていました。どちらであっても現況を説明

するわけですから、戸惑うことなくスムーズな受け答えでした。 

質問の中でサンカットとしての考えを求める場面では、会議に参加している他のメンバーに意見の発言

を促したりすることもあります。 

特に Zoom会議で印象的だったのが、廃棄物管理局長がしきりにメモを取っていたことです。普段じっく

りと話を聞くことができないサンカットの現場の様子、現場の意見に耳を傾け、成果と課題を理解し、政策

に反映しようとしていたことであり、Zoom会議を上手に利用する好事例でもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.アクションプランの評価

アクションプランの進捗状況の確認(Zoom会議)：2021年11月

PDT：

2021.11.11

11:00-12:50
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ち

帰
っ

て
家

庭
ご

み
と

し
て

ご
み

出
す

る
よ

う
に

指
導

。

受
け

て
か

ら
実

施
。

・
ル

ー
ル

違
反

者
に

対
し

て
注

意
・
指

導
し

記
録

と
し

て
残

す
。

・
朝

・
昼

・
夜

に
各

2
名

で
ご

み
管

理
状

況
に

つ
い

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
。

・
子

ど
も

か
ら

ル
ー

ル
違

反
の

情
報

提
供

(匿
名

)に
よ

り
指

導
す

る
制

度
を

採
用

。
子

ど
も

に
は

趣
旨

の
理

解
と

文
房

具
の

提
供

。

廃
棄

物
管

理
局

が
ご

み
出

し
ル

ー
ル

を
決

定
し

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

通
達

第
2
5
号

と
し

て
施

行
(2

0
2
1
年

1
1
月

)

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

を
3
地

域
に

分
け

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
に

対
し

て
ご

み
収

集
運

搬
会

社
が

入
札

に
よ

り
3
社

が
確

定
。

チ
ャ

ム
カ

ー
モ

ン
区

と
ボ

ン
ケ

ン
コ

ン
区

は
C

IN
T
R

I（
C

am
bo

di
a)

/
E
ve

rb
ri
gh

t（
C

h
in

a）
が

担
当

。

ご
み

は
生

ご
み

(黒
い

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

袋
)・

乾
燥

ご
み

(白
い

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

袋
)・

有
害

ご
み

の
3
分

別
。

生
ご

み
は

毎
日

、
乾

き
ご

み
は

月
・
金

曜
日

、
有

害
ご

み
は

日
曜

日
に

収
集

。
ご

み
出

し
時

間
は

P
M

6
:0

0
～

P
M

9
:0

0
の

間
と

し
、

そ
れ

ま
で

は
各

家
庭

で
ご

み
を

保
管

す
る

。
ご

み
の

収
集

は
P
M

9
:0

0
～

翌
朝

5
:0

0
ま

で
の

間
に

行
う

。
ご

み
袋

の
口

は
必

ず
し

ば
り

、
破

ら
な

い
。

ご
み

は
所

定
場

所
（
地

方
自

治
体

又
は

ご
み

収
集

運
搬

会
社

が
決

め
た

ご
み

集
積

場
）
に

適
切

に
出

す
。

ご
み

の
不

法
投

棄
を

し
て

は
い

け
な

い
。

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

に
お

い
て

、
ご

み
を

燃
や

し
て

は
い

け
な

い
。

本
通

達
に

従
わ

な
い

場
合

に
は

、
現

行
法

規
に

基
づ

い
て

罰
則

を
講

じ
る

。

エ
ッ

チ
ャ

イ
と

の
係

わ
り

ご
み

分
別

と
エ

ッ
チ

ャ
イ

の
資

源
ご

み
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
時

の
ご

み
散

乱
防

止
効

果
に

つ
い

て
は

不
明

。
エ

ッ
チ

ャ
イ

は
生

ご
み

の
黒

い
袋

に
は

手
を

付
け

な
い

が
、

白
い

袋
か

ら
資

源
ご

み
を

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

す
る

際
に

ご
み

を
散

乱
す

る
。

・
ご

み
出

し
ル

ー
ル

の
明

確
化

に
よ

り
、

夜
間

の
ご

み
出

し
と

収
集

運
搬

が
な

さ
れ

、
街

中
の

ご
み

滞
留

が
解

消
す

る
等

が
改

善
。

・
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
ポ

イ
ン

ト
の

悪
臭

に
対

す
る

付
近

の
住

民
の

苦
情

が
絶

え
な

か
っ

た
が

、
シ

ン
ト

リ
社

と
協

議
し

て
、

ご
み

搬
出

後
の

水
洗

い
に

よ
り

悪
臭

を
抑

制
す

る
こ

と
が

で
き

た
(苦

情
に

対
す

る
迅

速
な

行
動

)。

エ
ッ

チ
ャ

イ
は

白
い

袋
か

ら
資

源
ご

み
を

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

す
る

際
に

ご
み

を
散

乱
す

る
。

問
題

点
・
課

題

・
B

T
が

管
轄

す
る

水
路

沿
い

エ
リ

ア
は

わ
ず

か
で

あ
り

、
B

T
で

の
ご

み
の

水
路

へ
の

投
棄

は
ほ

と
ん

ど
な

く
、

上
流

か
ら

ご
み

が
流

れ
て

く
る

と
捉

え
て

い
る

。

所
と

し
て

不
法

投
棄

。
・
ご

み
管

理
改

善
に

協
力

し
な

い
一

部
の

住
民

の
悪

影
響

が
他

へ
及

ぼ
さ

な
い

よ
う

に
注

意
深

い
フ

ォ
ロ

ー
と

対
策

の
必

要
が

あ
る

。

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
向

上
に

繋
が

る
こ

と

・
 シ

ン
ト

リ
社

の
ご

み
収

集
は

以
前

と
比

較
し

て
良

く
な

っ
て

い
る

、
収

集
時

間
が

守
ら

れ
ず

ル
ー

ズ
、

収
集

対
象

は
ご

み
袋

だ
け

す
べ

き
点

は
多

い
。

・
サ

ン
カ

ッ
ト

の
説

明
不

足
に

よ
り

、
住

民
の

ご
み

分
別

能
力

が
不

足
し

て
い

る
。

・
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
ポ

イ
ン

ト
1
を

撤
去

し
た

こ
と

で
、

近
く
の

住
民

が
ご

み
出

し
に

困
る

と
の

問
題

が
発

生
。

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
隊

員
が

パ
ト

ロ
ー

ル
し

な
い

P
M

1
2
:0

0以
降

の
不

法
投

棄
さ

れ
る

と
い

う
不

安
。

・
ご

み
収

集
運

搬
時

の
分

別
ご

み
の

パ
ッ

カ
ー

車
へ

の
混

載
。

・
移

動
販

売
者

に
よ

る
営

業
終

了
後

の
ご

み
処

理
の

実
態

が
不

明
で

あ
り

、
夜

間
に

不
法

投
棄

し
て

い
る

。

会
議

ご
と

に
ご

み
の

袋
詰

め
の

方
法

や
出

し
方

な
ど

を
テ

ー
マ

と
し

て
説

明
。

特
に

コ
ロ

ナ
感

染
者

の
ご

み
に

は
ラ

ベ
ル

を
貼

り
付

け
る

こ
と

を
説

明

ご
み

収
集

ル
ー

ル
の

概
要

と
現

状
(ロ

ー
カ

ル
ル

ー
ル

有
り

)

３
．

住
民

表
彰

の
実

施
(サ

ン
カ

ッ
ト

ま
た

は
<
地

区
等

が
優

秀
な

環
境

リ
ー

ダ
ー

・
フ

ォ
ー

カ
ル

ポ
イ

ン
ト

等
を

表
彰

)

４
．

ご
み

収
集

ル
ー

ル
の

明
確

化
(新

し
く
選

定
さ

れ
た

ご
み

収
集

会
社

と
の

間
で

明
確

に
な

っ
た

ご
み

収
集

ル
ー

ル
に

つ
い

て
住

民
に

説
明

)

・
住

民
の

ご
み

管
理

に
対

す
る

考
え

は
高

ま
り

、
道

路
の

状
況

は
良

く
な

り
水

路
へ

の
不

法
投

棄
は

少
な

く
な

る
傾

向
に

あ
る

。
・
ご

み
分

別
が

ス
タ

ー
ト

し
た

ば
か

り
で

あ
り

、
ど

の
よ

う
な

袋
を

使
用

す
れ

ば
よ

い
か

戸
惑

っ
て

い
る

。
・
パ

ッ
カ

ー
車

の
汚

水
漏

れ
に

よ
る

悪
臭

と
不

衛
生

対
策

を
シ

ン
ト

リ
社

と
協

議
中

。

・
パ

ッ
カ

ー
車

が
入

れ
な

い
 路

地
は

、
住

民
は

ご
み

出
し

時
間

に
路

地
と

大
通

り
の

交
わ

る
場

所
に

ご
み

出
し

た
り

、
シ

ン
ト

リ
社

が
カ

ー
ト

を
用

意
し

て
ご

み
収

集
す

る
よ

う
に

依
頼

し
て

い
る

。
・
住

民
は

ご
み

管
理

改
善

に
参

加
・
協

力
し

て
お

り
、

水
路

の
状

況
は

良
く
な

り
、

不
法

投
棄

も
少

な
く
な

っ
て

い
る

。

き
れ

い
な

状
態

で
保

た
れ

、
不

法
投

棄
に

つ
い

て
は

か
な

り
少

な
く

な
っ

て
い

る
。

も
収

集
し

、
9
0
%
以

上
は

散
乱

ご
み

も
片

づ
け

て
い

る
の

で
、

ご
み

出
し

場
所

の
散

乱
ご

み
は

わ
ず

か
。

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

通
達

2
5
号

の
住

民
へ

の
周

知
を

図
る

た
め

、
そ

の
コ

ピ
ー

を
各

家
庭

に
配

布
。

サ
ン

カ
ッ

ト
長

の
主

観
で

は
あ

る
が

、
廃

棄
物

管
理

は
中

の
上

程
度

は
改

善
さ

れ
て

い
る

と
判

断
。

・
家

庭
を

訪
問

し
て

対
面

で
の

新
ご

み
管

理
ル

ー
ル

の
説

明
。

・
シ

ン
ト

リ
社

の
ご

み
収

集
は

ほ
ぼ

定
期

的
な

さ
れ

住
民

は
満

足
し

て
い

る
だ

け
で

な
く
、

1
日

の
ご

み
収

集
も

早
く
終

え
、

ご
み

の
滞

留
も

く
、

住
民

は
喜

ん
で

い
る

。

罰
則

適
用

に
し

7
0
%
程

度
の

住
民

が
賛

同
し

て
い

る
が

、
ご

み
出

し
場

所
が

未
解

決
な

個
所

が
あ

り
、

こ
れ

を
解

決
し

て
か

ら
適

用
。

・
 ほ

と
ん

ど
の

住
民

は
罰

則
に

対
し

て
は

賛
同

し
、

そ
れ

と
同

時
に

説
明

・
指

導
も

大
事

で
あ

り
、

住
民

の
理

解
が

必
要

。
・
少

し
歩

い
て

見
守

る
程

度
で

あ
る

が
、

 昼
間

と
夜

間
P
M

1
2
:0

0ま
で

は
2
0
名

体
制

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
隊

員
を

配
置

。

合
同

イ
ベ

ン
ト

は
未

実
施

で
あ

り
、

当
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

終
了

時
の

成
果

と
し

て
象

徴
的

に
実

施
予

定
。

た
だ

し
、

浚
渫

作
業

は
公

共
事

業
運

輸
局

の
計

画
に

も
と

づ
き

実
施

。

2
0
2
1
.1

0
.2

8に
副

知
事

の
指

示
に

よ
り

、
各

区
に

罰
則

委
員

会
が

設
置

さ
れ

、
各

サ
ン

カ
ッ

ト
長

に
は

罰
則

適
用

に
必

要
な

チ
ケ

ッ
ト

と
ス

タ
ン

プ
が

区
か

ら
配

布
。

違
反

チ
ケ

ッ
ト

は
罰

則
担

当
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
が

き
発

行
。

た
だ

し
、

住
民

に
対

す
る

罰
則

に
つ

い
て

の
十

分
な

周
知

と
理

解
を

得
た

う
え

で
運

用
し

、
不

要
な

ト
ラ

ブ
ル

を
避

け
る

。

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

ご
み

収
集

運
搬

会
社

が
1
社

独
占

か
ら

3
地

域
分

割
提

案
型

競
争

入
札

を
導

入
す

る
な

ど
の

改
革

に
よ

り
、

ご
み

収
集

に
余

裕
が

生
ま

れ
、

定
時

収
集

・
サ

ー
ビ

ス
向

上
が

図
ら

れ
、

街
中

の
ご

み
の

滞
留

・
ご

み
の

散
乱

が
ほ

ぼ
解

消
し

、
同

時
に

住
民

の
シ

ン
ト

リ
社

に
対

す
る

印
象

が
改

善

５
．

チ
ャ

ム
カ

ー
モ

ン
区

と
ボ

ン
ケ

ン
コ

ン
区

合
同

の
水

路
及

び
道

路
清

掃

状
況

・
サ

ン
カ

ッ
ト

長
の

主
観

で
は

あ
る

が
、

住
民

は
シ

ン
ト

リ
社

の
ご

み
収

集
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
満

足
。

・
上

流
か

ら
流

れ
て

く
る

ご
み

量
は

少
な

く
な

り
、

実
際

に
公

共
事

業
運

輸
局

の
撤

去
(浚

渫
)ご

み
が

、
以

前
の

ト
ラ

ッ
ク

4
0
0
台

程
度

か
ら

1
0
0
台

程
度

に
減

少
。

・
5
サ

ン
カ

ッ
ト

が
協

力
す

る
廃

棄
物

管
理

改
善

・
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
に

も
と

づ
く
住

民
の

活
動

・
行

動
は

間
違

い
の

な
い

こ
と

で
あ

る
。

７
．

住
民

活
動

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

(サ
ン

カ
ッ

ト
全

体
の

ご
み

管
理

活
動

に
対

す
る

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

様
子

と
問

題
点

・
課

題
を

把
握

)

６
．

ご
み

管
理

の
ル

ー
ル

違
反

に
対

す
る

取
り

締
ま

り
と

罰
則

サ
ン

カ
ッ

ト
長

、
廃

棄
物

管
理

局
長

、
環

境
局

環
境

教
育

担
当

課
長

環
境

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
1
回

/
週

、
水

路
沿

い
の

廃
棄

物
管

理
改

善
に

つ
い

て
の

協
議

を
実

施

概
要

サ
ン

カ
ッ

ト
内

の
９

ヶ
所

の
村

の
住

民
に

対
し

て
、

ご
み

の
パ

ッ
ケ

ー
ジ

の
仕

方
な

ど
街

を
綺

麗
に

す
る

啓
発

を
1
回

/
週

の
頻

度
で

実
施

。

聞
き

取
り

対
象

者
及

び
参

加
者

サ
ン

カ
ッ

ト
長

、
B

K
K
区

事
務

局
長

、
廃

棄
物

管
理

局
ス

タ
ッ

フ
、

環
境

局
副

局
長

サ
ン

カ
ッ

ト
長

+
村

長
等

、
B

K
K
区

事
務

局
長

、
廃

棄
物

管
理

局
長

、
環

境
局

環
境

教
育

担
当

課
長

サ
ン

カ
ッ

ト
長

、
廃

棄
物

管
理

局
長

、
環

境
局

環
境

教
育

担
当

課
長

サ
ン

カ
ッ

ト
長

+
村

長
、

廃
棄

物
管

理
局

長
、

環
境

局
環

境
教

育
担

当
課

長

１
．

環
境

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
へ

の
教

育
・
啓

発
(サ

ン
カ

ッ
ト

ま
た

は
、

環
境

局
の

環
境

教
育

啓
発

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

も
と

づ
き

、
環

境
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・
フ

ォ
ー

カ
ル

ポ
イ

ン
ト

等
に

対
す

る
環

境
教

育
・
啓

発
を

実
施

)

２
．

住
民

説
明

会
の

開
催

(住
民

に
対

す
る

ご
み

管
理

に
関

す
る

説
明

会
を

月
1
回

開
催

。
た

だ
し

、
住

民
の

理
解

度
に

応
じ

開
催

頻
度

は
見

直
す

)

環
境

局
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

C
o
vi

d-
1
9
の

た
め

2
0
2
2
年

に
延

期

概
要

サ
ン

カ
ッ

ト
の

各
家

庭
、

特
に

水
路

沿
い

の
家

庭
に

対
し

て
は

足
を

運
び

対
面

で
新

し
く
定

ま
っ

た
ご

み
管

理
ル

ー
ル

を
説

明
。

サ
ン

カ
ッ

ト
の

評
議

会
が

環
境

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
対

し
て

の
教

育
を

実
施

。
サ

ン
カ

ッ
ト

の
月

例
会

で
村

長
に

対
し

て
ご

み
の

管
理

を
テ

ー
マ

に
し

て
説

明
な

ど
の

啓
発

を
実

施
し

、
ご

み
出

し
ル

ー
ル

を
理

解
し

、
住

民
と

規
程

を
共

有
す

る
た

め
に

活
動

。
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サ
ン
カ
ッ
ト
長
等
と
の
Z
o
o
m
会
議
に
よ
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
等
実
施
状
況
の
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ン

 
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

実
施

状
況

 
2

0
2

1
.1

1
 住
民
へ
の
ご
み
管
理
に
関
す
る
教
育
・
啓
発
活
動

 

水
路
の
浚
渫
と
清
掃
活
動

 

プ
ノ
ン
ペ
ン
都
ご
み
管
理
に
か
か
わ
る
通
達

 

通
達
を
コ
ピ
ー
し
て
各
家
庭
に
配
布
・
周
知

 

各
家
庭
を
訪
問
し
て
ご
み
の
ル
ー
ル
を
説
明

 

住
民
説
明
会
を
開
催

 

水
路
ご
み
の
減
少

 

ご
み
の
分
別

 

生
ご
み
：
黒
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
袋
 
毎
日
収
集

 

乾
き
ご
み
：
白
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
袋
 
月
・
金
曜
日
収
集

 

有
害
ご
み
：
日
曜
日
収
集

 

ご
み
出
し

 
 
 
  
 
～
 
 
 
  
 
・
ご
み
収
集

 
 
 
  
 
～
翌
朝

 
  
 
 

  
 
 
の
ご
み
収
集
は

 
 
 
  
 
～
 
 
 
 
  
 
  

ご
み
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
袋
に
入
れ
口
を
縛
る

 

罰
則
・
罰
金
の
適
用

 

教
育
・
啓
発
の
効
果

 

サ
ン
カ
ッ
ト
に
よ
る
定
例
月
例
会
を
利
用
し
た
教
育
・
啓
発

 

環
境
局
が
予
定
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

 
 
 
  
  
 
の
影
響
で

延
期
、
 
 
 
 
年
に
は
実
施
予
定

 

ご
み
収
集
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
未
作
成

 

ご
み
ル
ー
ル
を
知
っ
て
は
い
る
が
遵
守
し
な
い
住
民
が
い
る

 

住
民
の
ご
み
管
理
・
環
境
・
衛
生
へ
の
関
心
と
理
解
度
向
上

 

 

住
民
表
彰
は
未
実
施

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
は
終
え
、
サ
ン
カ
ッ
ト
と
し
て
公
式
に
任
命
・
活
動
中

 

プ
ノ
ン
ペ
ン
都
ご
み
管
理
に
か
か
わ
る
通
達
 
  
 
 
 
  
 
  
 
  

ご
み
の
分
別

 

生
ご
み
：
黒
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
袋
 
毎
日
収
集

 

乾
き
ご
み
：
白
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
袋
 
月
・
金
曜
日
収
集

 

有
害
ご
み
：
日
曜
日
収
集

 

ご
み
出
し

 
 
 
  
 
～
 
 
 
  
 
・
ご
み
収
集

 
 
 
  
 
～
翌
朝

 
  
 
 

  
 
 
の
ご
み
収
集
は

 
 
 
  
 
 場

合
に
よ
っ
て

 
  
 
 ～

 
 
 
 
  
 
  

ご
み
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
袋
に
入
れ
口
を
縛
る

 

ご
み
出
し
時
間
の
遵
守

 

 
ご
み
の
不
法
投
棄
の
減
少

 

ご
み
袋
の
使
用

 
 

住
民
は
ご
み
分
別
に
協
力

 

廃
棄
物
管
理
に
関
す
る
政
令
  
 
 
 
  
 
  
 
  
第

 
章
罰
則
の
適
用
の
明
確
化

 

区
か
ら
サ
ン
カ
ッ
ト
長
に
罰
則
に
必
要
な

ス
タ
ン
プ
と
チ
ケ
ッ
ト
を
配
布

 

罰
則
担
当
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
違
反

チ
ケ
ッ
ト
を
発
行

 
シ
ン
ト
リ
社
ス
タ
ッ
フ
の
過
重
労
働
が
な
く
な
り
、
収
集
が
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
な
り
サ
ー
ビ
ス
向
上

 

移
動
販
売
者
の
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
が
未
整
備

 

 た
だ
し
、
 
 
 
居
住
者
に
は
指
導
  

最
下
流
の

 
 
 
で
は
以
前
の
浚
渫
ご
み
量
ト
ラ
ッ
ク

 
 
 
台
程
度
が
、
直
近
の
浚
渫
で
は

 
 
 
台
程
度
に
減

量
 

エ
ッ
チ
ャ
イ
の
資
源
ご
み
回
収
ル
ー
ル
が
未
整
備

 

 ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
時
に
ご
み
を
散
乱
  

 

(た
だ
し
、

P
D

T
居
住
者
に
は
指
導

) 

公
共
事
業
運
輸
局
の
計
画
に
も
と
づ
き
実
施

 

合
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
当
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
終
了
時
の
成
果
と
し
て
象

徴
的
に
実
施
予
定

 

水
路
沿
い
の
道
路
は
清
潔
に
努
め
て
い
る

 

シ
ン
ト
リ
社
ス
タ
ッ
フ
が
ご
み
収
集
時
に

散
乱
ご
み
を
清
掃

 

サ
ン
カ
ッ
ト
に
は
水
路
の
浚
渫
予
算
が
無
い

 

サ
ン
カ
ッ
ト
と
シ
ン
ト
リ
社
は
良
好
な
関
係
に
あ
り
、
地
域
の
課
題
を

両
者
で
協
議
し
て
解
決
策
を
導
き
廃
棄
物
管
理
改
善
に
役
立
て
る

 

ダ
ン
コ
ー
ル
埋
立
処
分
場
浚
渫
ご
み
受
け
入

れ
量

3
0
%
減

(重
量
ベ
ー
ス

) 

ご
み
は

 
分
別
さ
れ
る
が
最
後
は
埋
立
て
処
分

 

罰
則
適
用
実
績
ゼ
ロ

 

ご
み
ル
ー
ル
の
明
確
化
と
遵
守
及
び
確
実
な

収
集
に
よ
り
不
法
投
棄
減

 

ル
ー
ル
違
反
に
対
す
る

注
意
・
指
導

 

住
民
は
シ
ン
ト
リ
社
の
収
集
が
改
善
さ
れ
た
と
好
印
象
を
持
つ

 
罰
則
適
用
よ
り
も
、
住
民
へ
の
ご
み
管
理
に
係
わ
る

ル
ー
ル
の
周
知
と
教
育
・
指
導
に
よ
り
住
民
の
理
解

を
得
る
 不

要
な
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
  

定
時
収
集
と
散
乱
ご
み
な
ど
の
片
付
け
・
清
掃

 

P
M

9
:0

0
～
翌
朝

5
:0

0
収
集
に
よ
る
交
通
渋
滞
解
消

 

ご
み
の
滞
留
と
散
乱
が
な
く
な
り
、
水
路
へ
の
ご
み
投
棄
・
落
下
の
減
少

 

ご
み
は

 
分
別
さ
れ
る
が
最
後
は
埋
立
て
処
分

 

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
等
に
よ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

 

ダ
ン
コ
ー
ル
処
分
場
夜
間
搬
入
の
増
加

 

ご
み
収
集
運
搬
会
社
が

 
社
独
占
体
制
か
ら

 
地

域
分
割
提
案
型
競
争
入
札
を
導
入
な
ど
の
改
革

 

ご
み
の
収
集
量
が
増
え
た
こ
と
で

不
法
投
棄
減

 
ル
ー
ル
違
反
に
対
す
る
取
り
締
ま
り

 

罰
則
の
制
定

 
子
ど
も
か
ら
の
通
報
受
付
 文

房
具
提
供
  

夜
間
の
不
法
投
棄
へ
の
対
応
困
難

 
環
境
局
か
ら
ご
み
収
集
が
確
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
、
環
境
局
・

廃
棄
物
管
理
局
・
廃
棄
物
公
社
・
ご
み
収
集
運
搬
会
社
の
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
ご
み
の

滞
留
な
ど
の
不
具
合
情
報
の
共
有
と
シ
ン
ト
リ
社
が
迅
速
に
対
応
す
る
体
制
を
整
え
運
用
し
て
い
る
。

 

ご
み
収
集
ル
ー
ル
の
明
確
化

 

太
枠

：
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
実

施
項

目
 

細
枠

：
ト

ピ
ッ

ク
ス

 
橙

字
・

青
字

・
緑

字
・

紫
字

・
茶

字
：

ア
ピ

ー
ル

ポ
イ

ン
ト

 
赤

字
：

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
ポ

イ
ン

ト
 

★
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
全
体
を
通
じ
て
：

 

・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
ほ
ぼ
達
成
し
て
お
り
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る

 

・
水
路
沿
い
住
民
か
ら
サ
ン
カ
ッ
ト
全
体
へ
波
及
さ
せ
る

 

・
子
か
ら
親
、
親
か
ら
子
へ
の
家
庭
内
対
話
へ
と
導
く

 

・
サ
ン
カ
ッ
ト
の
枠
を
越
え
た
全
体
の
情
報
共
有
が
不
十
分
で
あ
り
、
各
サ
ン
カ
ッ
ト
の
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
化
の
恐
れ
あ
り
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ト
ラ

ベ
ッ

ク
水

路
周

辺
 5

サ
ン

カ
ッ

ト
(B

K
K
2・

B
K
K
３

・B
T
・T

T
P

1・
P

D
T
)

20
21

年
11

月
Z
O

O
M

会
議

で
確

認

実
施

項
目

実
施

内
容

実
施

策
進

捗
状

況

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

募
集

・ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
募

集
は

終
え

、
サ

ン
カ

ッ
ト

と
し

て
公

式
に

任
命

済
み

。

リ
ー

ダ
ー

育
成

(サ
ン

カ
ッ

ト
長

・地
区

長
・地

区
環

境
担

当
・ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
)

・サ
ン

カ
ッ

ト
の

定
例

会
で

実
施

中
。

・環
境

局
が

予
定

す
る

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

は
C

O
V

ID
‑1

9の
影

響
で

延
期

し
、

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

で
は

C
O

V
ID

‑1
9ワ

ク
チ

ン
接

種
率

が
目

標
に

達
し

て
お

り
、

20
22

年
に

は
実

施
予

定
。

住
民

説
明

会
(1

回
/月

開
催

)
シ

ン
ト

リ
社

と
合

意
し

た
ご

み
収

集
ル

ー
ル

・ル
ー

ル
違

反
に

対
す

る
取

り
締

ま
り

・環
境

に
関

す
る

事
項

等

・サ
ン

カ
ッ

ト
の

住
民

が
集

う
月

例
会

を
利

用
し

て
実

施
。

・ご
み

袋
の

使
用

方
法

、
ご

み
の

分
別

、
ご

み
出

し
時

間
な

ど
ご

み
出

し
に

係
わ

る
ル

ー
ル

の
大

き
な

変
更

時
は

別
途

実
施 ・各

家
庭

へ
戸

別
訪

問
す

る
、

実
演

す
る

な
ど

サ
ン

カ
ッ

ト
の

独
自

性
あ

り
。

ご
み

収
集

の
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
の

作
成

・ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

は
未

作
成

。
・ご

み
に

係
わ

る
ル

ー
ル

を
住

民
説

明
会

、
家

庭
へ

の
直

接
訪

問
を

通
じ

て
周

知
徹

底
。

住
民

表
彰

の
実

施
(地

区
・区

・環
境

局
・知

事
表

彰
)

・未
実

施
。

Ⅱ
 シ

ン
ト

リ
社

の
ご

み
収

集
ル

ー
ル

の
明

確
化

(場
所

・時
間

・袋
に

入
れ

る
・狭

い
路

地
の

収
集

な
ど

）

・各
ソ

ン
カ

ッ
ト

長
は

チ
ャ

ム
カ

ー
モ

ン
区

及
ボ

ン
ケ

ン
コ

ン
区

並
び

に
環

境
局

及
び

廃
棄

物
管

理
局

と
連

携
し

て
、

シ
ン

ト
リ

社
と

ご
み

出
し

の
ル

ー
ル

を
決

め
る

シ
ン

ト
リ

社
と

ご
み

収
集

ル
ー

ル
を

協
議

し
明

確
に

す
る

(場
所

・時
間

・袋
に

入
れ

る
・狭

い
路

地
の

収
集

等
)

・廃
棄

物
管

理
局

が
ご

み
出

し
ル

ー
ル

を
決

定
し

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

の
通

達
第

25
号

と
し

て
施

行
(2

02
1年

11
月

)。
・ご

み
は

生
ご

み
(黒

い
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
袋

)・
乾

燥
ご

み
(白

い
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
袋

)・
有

害
ご

み
の

3分
別

。
・ご

み
出

し
時

間
は

P
M

6:
00

～
P

M
9:

00
の

間
と

し
、

そ
れ

ま
で

は
各

家
庭

で
ご

み
を

保
管

す
る

。
・ご

み
の

収
集

は
P

M
9:

00
～

翌
朝

5:
00

ま
で

の
間

に
行

う
(P

D
T
に

つ
い

て
は

A
M

8:
00

～
A

M
10

:0
0)

。
・狭

い
路

地
は

ハ
ン

ド
カ

ー
ト

を
利

用
し

た
収

集
、

ま
た

は
ご

み
出

し
時

間
に

路
地

と
直

行
す

る
大

通
り

に
出

す
。

・生
ご

み
は

毎
日

、
乾

き
ご

み
は

月
・金

曜
日

、
有

害
ご

み
は

日
曜

日
に

収
集

。
・ご

み
出

し
場

所
の

散
乱

ご
み

や
袋

以
外

の
ご

み
は

基
本

的
に

は
シ

ン
ト

リ
社

が
清

掃
・収

集
。

・た
だ

し
、

各
サ

ン
カ

ッ
ト

と
シ

ン
ト

リ
社

と
の

協
議

に
よ

る
適

正
化

に
よ

り
若

干
の

相
違

点
あ

り
。

チ
ャ

ム
カ

ー
モ

ン
区

と
ボ

ン
ケ

ン
コ

ン
区

は
水

路
浚

渫
計

画
作

成
依

頼
書

を
公

共
事

業
局

へ
提

出
し

、
計

画
的

な
浚

渫
を

促
す

・公
共

事
業

運
輸

局
の

計
画

に
も

と
づ

き
実

施
し

て
お

り
、

P
D

T
の

実
施

例
で

は
以

前
の

浚
渫

時
の

ご
み

量
は

ト
ラ

ッ
ク

40
0

台
程

度
で

あ
っ

た
が

、
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
実

施
の

成
果

と
し

て
、

直
近

の
浚

渫
で

は
ト

ラ
ッ

ク
10

0台
程

度
に

減
量

化
。

チ
ャ

ム
カ

ー
モ

ン
区

と
ボ

ン
ケ

ン
コ

区
は

合
同

で
、

水
路

及
び

道
路

の
清

掃
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

す
る

(1
回

/3
月

)
・合

同
イ

ベ
ン

ト
は

未
実

施
。

・当
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

終
了

時
の

成
果

と
し

て
象

徴
的

に
実

施
予

定
。

水
路

及
び

水
路

沿
い

道
路

お
い

て
、

既
存

の
注

意
・罰

則
ル

ー
ル

を
生

か
す

注
意

の
み

(軽
微

な
ル

ー
ル

違
反

)

注
意

＋
始

末
書

(軽
微

の
繰

り
返

し
・中

程
度

の
ル

ー
ル

違
反

)

罰
金

(大
型

ご
み

の
投

棄
・始

末
書

2回
目

以
上

)

・サ
ン

カ
ッ

ト
長

は
部

下
に

指
示

す
る

だ
け

で
な

く
自

ら
が

先
頭

に
立

ち
廃

棄
物

管
理

改
善

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

・罰
則

担
当

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

が
罰

則
規

定
に

も
と

づ
き

違
反

チ
ケ

ッ
ト

を
発

行
。

・区
か

ら
サ

ン
カ

ッ
ト

長
に

罰
則

に
必

要
な

ス
タ

ン
プ

と
チ

ケ
ッ

ト
を

配
布

。
・現

時
点

で
違

反
チ

ケ
ッ

ト
の

発
行

は
な

い
。

・住
民

へ
の

ご
み

管
理

に
係

わ
る

ル
ー

ル
の

周
知

と
教

育
・指

導
に

よ
り

住
民

の
理

解
を

得
る

こ
と

と
す

る
(不

要
な

ト
ラ

ブ
ル

を
避

け
る

)。

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

廃
棄

物
管

理
改

善
　

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

の
進

捗
状

況

【今
後

の
展

開
】

1.
既

存
の

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
は

ほ
ぼ

達
成

し
て

お
り

、
最

新
の

現
地

調
査

及
び

住
民

へ
の

現
状

報
告

の
後

、
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

更
新

を
図

る
。

2.
ト

ラ
ベ

ッ
ク

水
路

沿
い

住
民

の
廃

棄
物

管
理

改
善

を
サ

ン
カ

ッ
ト

全
体

へ
の

波
及

を
図

る
。

・行
政

は
浚

渫
計

画
を

作
成

し
、

実
行

す
る

・浚
渫

に
合

わ
せ

て
、

住
民

は
水

路
周

辺
を

清
掃

す
る

【ア
ピ

ー
ル

ポ
イ

ン
ト

】
1.

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

ご
み

収
集

運
搬

会
社

が
1社

独
占

か
ら

3地
域

分
割

提
案

型
競

争
入

札
を

導
入

す
る

な
ど

の
改

革
に

よ
り

、
ご

み
収

集
に

余
裕

が
生

ま
れ

、
定

時
収

集
・サ

ー
ビ

ス
向

上
が

図
ら

れ
、

街
中

の
ご

み
の

滞
留

・ご
み

の
散

乱
が

ほ
ぼ

解
消

し
、

同
時

に
住

民
の

シ
ン

ト
リ

社
に

対
す

る
印

象
が

改
善

し
て

い
る

。
2.

サ
ン

カ
ッ

ト
と

シ
ン

ト
リ

社
は

良
好

な
関

係
に

あ
り

、
地

域
の

課
題

を
両

者
で

協
議

し
て

解
決

策
を

導
き

廃
棄

物
管

理
改

善
に

役
立

て
て

い
る

。
3.

環
境

局
が

ご
み

収
集

改
善

に
積

極
的

に
加

わ
り

、
ご

み
収

集
が

確
実

に
実

施
さ

れ
る

よ
う

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
ス

タ
ッ

フ
を

派
遣

し
、

ワ
ッ

ツ
ア

ッ
プ

で
環

境
局

と
ご

み
収

集
運

搬
会

社
が

連
携

で
き

る
よ

う
に

グ
ル

ー
プ

を
３

つ
つ

く
っ

た
。

メ
ン

バ
ー

は
環

境
局

・廃
棄

物
管

理
局

・廃
棄

物
公

社
・ご

み
収

集
運

搬
会

社
(3

社
)で

あ
り

、
ご

み
が

滞
留

し
て

い
る

と
の

情
報

が
環

境
局

に
入

る
と

直
ぐ

に
ワ

ッ
ツ

ア
ッ

プ
を

通
じ

て
ご

み
収

集
運

搬
会

社
の

担
当

者
に

連
絡

す
る

と
と

も
に

情
報

共
有

す
る

体
制

を
整

え
た

。
4.

サ
ン

カ
ッ

ト
で

は
ご

み
に

係
わ

る
パ

ト
ロ

ー
ル

隊
を

編
成

し
(村

長
、

環
境

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

な
ど

の
従

来
の

体
制

を
活

用
)、

パ
ト

ロ
ー

ル
す

る
こ

と
で

ご
み

の
分

別
、

ご
み

出
し

時
間

、
不

法
投

棄
な

ど
の

ル
ー

ル
違

反
に

対
し

注
意

・指
導

す
る

。
こ

れ
が

ル
ー

ル
違

反
の

抑
止

に
な

る
。

5.
子

ど
も

か
ら

の
ご

み
に

係
わ

る
ル

ー
ル

違
反

通
報

を
奨

励
し

、
パ

ト
ロ

ー
ル

の
補

完
と

し
て

機
能

し
て

い
る

(子
ど

も
へ

は
文

房
具

の
提

供
と

と
も

に
ル

ー
ル

違
反

は
悪

い
こ

と
で

あ
る

と
の

意
識

の
定

着
化

)。
6.

廃
棄

物
管

理
局

・環
境

局
・区

・サ
ン

カ
ッ

ト
・住

民
が

廃
棄

物
管

理
改

善
に

対
す

る
意

識
が

高
ま

り
、

そ
れ

ぞ
れ

が
担

う
役

割
を

知
り

、
行

動
化

へ
と

進
ん

で
い

る
。

【ネ
ガ

テ
ィ

ブ
ポ

イ
ン

ト
】

1.
ご

み
の

分
別

等
の

ご
み

に
係

わ
る

ル
ー

ル
の

周
知

は
な

さ
れ

て
い

る
が

、
ル

ー
ル

を
遵

守
し

な
い

住
民

が
い

る
。

2.
ト

ラ
ベ

ッ
ク

水
路

に
投

棄
さ

れ
る

ご
み

量
は

確
実

に
減

少
し

て
い

る
が

、
い

ま
だ

大
量

の
ご

み
が

下
流

サ
ン

カ
ッ

ト
(P

D
T
)に

流
れ

て
お

り
、

投
棄

ご
み

の
発

生
源

が
不

明
。

3.
シ

ン
ト

リ
社

の
パ

ッ
カ

ー
車

が
古

く
、

汚
水

が
滴

る
な

ど
の

不
具

合
が

あ
る

(他
の

収
集

運
搬

会
社

は
新

規
参

入
で

あ
り

車
両

も
新

し
い

)。
4.

ご
み

を
分

別
し

た
こ

と
で

、
エ

ッ
チ

ャ
イ

に
よ

る
生

ご
み

の
散

乱
は

無
く
な

っ
た

が
、

乾
き

ご
み

か
ら

資
源

ご
み

の
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
時

に
ご

み
を

散
乱

さ
せ

る
。

5.
ご

み
を

生
ご

み
と

乾
き

ご
み

に
分

別
し

て
い

る
が

、
最

後
は

埋
立

て
処

分
さ

れ
る

こ
と

に
な

る
。

6.
移

動
販

売
者

に
対

す
る

ご
み

出
し

の
ル

ー
ル

が
未

整
備

で
あ

る
。

7.
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
の

ご
み

管
理

に
係

わ
る

通
達

、
ご

み
収

集
運

搬
体

制
の

整
備

に
よ

り
、

区
及

び
サ

ン
カ

ッ
ト

ご
と

に
様

々
に

ア
イ

デ
ア

を
出

し
な

が
ら

廃
棄

物
管

理
改

善
に

取
り

組
ん

で
い

る
が

、
関

係
者

間
で

の
情

報
共

有
が

不
十

分
で

あ
る

。
良

い
事

例
を

参
考

に
し

て
他

で
も

展
開

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
り

、
ロ

ー
カ

ル
ル

ー
ル

化
し

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

Ⅳ
 ル

ー
ル

違
反

に
対

す
る

取
り

締
ま

り
と

罰
則

の
制

定
・取

り
締

ま
り

の
ル

ー
ル

を
決

め
る

・罰
則

の
内

容
・運

用
方

法
を

決
め

る

ト
ラ

ベ
ッ

ク
水

路
及

び
水

路
沿

い
道

路
の

環
境

改
善

は
、

行
政

と
住

民
と

の
協

働
で

実
施

す
る

。
も

し
、

住
民

か
ら

募
集

す
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
応

募
者

が
い

な
け

れ
ば

、
ま

た
、

住
民

の
参

加
が

少
な

く
て

も
、

私
た

ち
環

境
局

・廃
棄

物
管

理
局

・サ
ン

カ
ッ

ト
長

が
立

ち
上

が
り

、
先

頭
に

立
と

う
。

Ⅰ
.住

民
へ

の
ご

み
管

理
に

関
す

る
教

育
・啓

発
活

動

・ご
み

管
理

に
関

わ
る

ル
ー

ル
な

ど
の

教
育

・啓
発

の
内

容
を

決
め

る
・教

育
・啓

発
の

実
施

手
段

を
決

め
る

・市
民

参
加

を
促

進
す

る
・ル

ー
ル

順
守

の
重

要
性

を
啓

発
す

る
・コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
内

で
住

民
が

教
え

合
う

・ご
み

管
理

に
係

わ
る

ル
ー

ル
を

伝
達

す
る

Ⅲ
 水

路
の

浚
渫

と
清

掃
活

動

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
評
価
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カウンターパートは約１年９か月の間、アクションプランをベースとして廃棄物管理改善に取り組んでお

り、その間に何回となく訪れる、私が一番危惧する『「マンネリ化の落とし穴」に陥(は)まりはしないか』に

ついては、まったくの取り越し苦労でした。 

 

アクションプランの進捗は次のように整理され、ほぼ達成していると評価することができます。 

Ⅰ.住民へのごみ管理に関する教育・啓発活動  

① ボランティア募集： 

任命済(既存の行政システムを活用)。 

② リーダー育成： 

実施中(既存の行政システムによりブラッシュアップ)、環境局が予定する教育プログラムの実施は

COVID‑19の影響で延期。 

③ 住民説明会(1回/月開催)： 

実施中(既存の行政システムにより情報共有)。 

④ ごみ収集のガイドブックの作成： 

未実施。ただし、プノンペン都廃棄物管理に係わる通達 (2021.11.01)により、ごみ収集ルールの明

確化。 

⑤ 住民表彰の実施(地区・区・環境局・知事表彰)： 

該当者無しとの判断。 

Ⅱ. シントリ社のごみ収集ルールの明確化  

① ごみ収集ルールの明確化： 

３地域に分割したうえで提案型競争入札を導入するなどの改革を実施し、ごみ収集運搬会社が１社独

占体制から、３社体制へ移行(2021.07)。 

プノンペン都ごみ管理にかかわる通達(2021.11.01)によるごみ収集ルールの明確化。 

Ⅲ. 水路の浚渫と清掃活動 

① 水路浚渫計画作成依頼書を公共事業局へ提出し、計画的な浚渫を促す： 

公共事業運輸局の計画にもとづき実施 

② チャムカーモン区とボンケンコ区合同の清掃イベントを実施 

合同イベントは未実施。ただし、当プロジェクトの終了時の成果として象徴的に実施予定。 

Ⅳ. ルール違反に対する取り締まり・罰則の制定 

① 既存の注意・罰則ルールを生かす： 

プノンペン都廃棄物管理に関する政令(2015.08.27) 第７章に定める罰則を明確に運用。 

 

次のステップとして、アクションプランのアップデートが望まれ、次回渡航時にカウンターパートからの意

見を聞きながらその準備に入ることになります。そして、次の２点をアクションプランに盛り込みたいと考えて

います。 

・廃棄物管理改善の取り組みを水路沿い住民からサンカット全体へ波及させる 

・廃棄物管理改善について、子から親、親から子への家庭内対話へと導く 
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次に、プノンペン都廃棄物管理に係わる通達 (2021.11.01)の内容について紹介します。 

 

プノンペン都廃棄物管理に係わる通達 (通達第 20号・第 120号) 

 

はじめに 

廃棄物管理全体(ごみの発生から埋め立て処分まで)を改善するために実施した改革の結果として、

ある程度望ましい成果が実現できた。廃棄物収集運搬会社の入札が行われ、落札した３事業体が確定

し、その３事業体は、2021 年 7 月 1 日からゴミ収集運搬の運営を開始し、日々少しずつ改善されてい

るところである。その３社は次の通りである。 

１）800Super/Global Action for Environment Awareness Public Limited社は、トゥールコーク

区、サェンソック区、ルッセイカェゥ区、チュロイチョンヴァー区、プレークプナゥ区の５区を含むゾーン 1

にサービスを提供する。 

２）Mizuda Group Co., Ltd.社は、ドンペン区、7マカラ区、ドンカォ区、コンプール区、ポーサェンチェイ

区の５区を含むゾーン２にサービスを提供する。 

３）CINTRI（Cambodia）／Everbright（China）社は、チャムカーモン区、ボンケンコン区、ミァンチェ

イ区、チュバーオンパゥ区の４区を含むゾーン３にサービスを提供する。 

 

プノンペン都における廃棄物管理を一段と改善・強化するため、下記通りごみ・廃棄物の分別・包装・

保管および出し方について案内する。 

１. ごみ・廃棄物を持ち出す前に、脱水し、下水に流さなければならない。 

２. ごみは、乾燥ごみと生ごみの二種類に分別し、次のようなごみ袋の中に別々に入れること。 

 生ごみ：食事残渣、有機廃棄物、果物、花などの台所のごみは、黒いごみ袋の中に入れること。 

 乾燥ごみ：紙、ダンボール、紙箱、プラスチック類、クッション、鉄類、缶、ビンのような廃棄物は、白いご

み袋の中に入れること。 

備考： 

規定の二種類のごみ袋に入っているごみは、収集スケジュールに従って、ごみ収集運搬会社によ

って収集される。黒と白袋以外の袋に入っているごみは、収集運搬会社によって収集されない。  

上記の二種類のごみ袋は市販のものを購入・使用できるものとする。 

 

３. ガラスの破片や鋭い廃棄物など危険な廃棄物を生ごみや乾燥ごみと一緒に包装しないこと。 

備考： 

危険な廃棄物は、別のごみ箱で適切に保管・管理し、毎週日曜日に収集運搬される。この通達に定

められた規定に反して保管・管理した場合には、処罰担当者は一回目注意し、記録に残すものとする。

繰り返して、違反した場合は、現行法規に従って、罰金が講じられると共に、違反した罪に従って起訴

するものとする。 

４. ごみ・廃棄物を入れた袋の口は、必ずしばって出すこと。また、破らないこと。 

５. 自分でごみ箱を用意する義務があるグループ：スーパー、公共市場、民間市場、商業センター、ホテ

ル、ゲストハウス、宿泊先、レストラン、娯楽施設、学校、病院、住宅街の住居、企業、工場、手工芸、省

庁舎、政府機関は、必ず自分でごみ箱を用意する。 
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６.  その他のグループ：お寺、教会、移動販売先、一般宿泊先、朝市場は二通りある。１）自分でごみ箱

を用意する。２）コンドミニアムビルでは運営会社がごみ箱を用意して配置する。 

７. 所定場所（地方自治体(サンカット)又はごみ収集運搬会社が指定するごみ集積場）に自分のごみ・

廃棄物を適切に出すこと。 

８. 公共水路沿い、井戸の口沿い、公共地域そして貯水池にごみ・廃棄物を投棄してはいけない。また、

プノンペン都において、ごみ・廃棄物を燃やしてはいけない。 

９. ごみ・廃棄物の出し方(ルール) 

◆ 生ごみ 

 プノンペン都中心地区の５区(ドンペン区、チャムカーモン区、７マカラ区、トゥールコーク区、ボンケ

ンコン区)：ゴミ収集運搬会社は、毎日夜９時から朝５時まで収集運搬することなる。そのため、ご

み出し時間は午後６時から午後９時までの３時間がある。この時間帯以外の時間にゴミ出しする

と、処罰を受けるとなる。 

 プノンペン都の郊外の９区(ルッセイカェゥ区、サェンソック区、チュロイチョンヴァー区、ドンカォ区、

プレークプナゥ区、ポーサェンチェイ区、コンプール区、ミアンチェイ区とチュバーオンパゥ区)：ごみ

収集運搬会社は以下の通り収集運搬する。 

➢ 国道：毎日、夜９時に収集運搬される。そのため、ゴミ出し時間は午後６時から午後９時までで

ある。 

➢ 大道路：毎日収集運搬される。（朝８時又は夜 9時） 

➢ サテライト道路(路地)：二日間一回収集運搬される。（朝 8時又は夜 9時） 

備考： 

実際には、収集運搬時間は地方自治体(サンカット)又は収集運搬会社により決定されるものと

する。 

◆ 乾燥ごみ・廃棄物：月曜日と金曜日の週二回、収集運搬される。 

 

10. 定期時間帯内（朝 8 時まで・夜 9 時まで）にごみ出しが間に合わない場合には、次回の収集まで

保管・管理し、不規則的にごみ出ししてはいけないこと。 

11. 木や木の枝の廃棄物は、別に適切に管理し、プノンペン都廃棄物管理公社（PPSWMA）に連絡し

て、収集の申し出をすること。電話番号は 081－646－222又は、011－646－222である。 

12. 土・石・砂など廃棄物は、別に適切に管理し、プノンペン都廃棄物管理公社（PPSWMA）に連絡し

て、収集の申し出をすること。電話番号は 081－646－222又は、011－646－222である。 

13. 家具・電気・電子・タイヤ廃棄物、そして、加工製品の廃棄物は、別に適切に管理し、プノンペン都廃

棄物管理公社（PPSWMA）に連絡して、収集の申し出をすること。電話番号は 081－646－222

又は、011－646－222である。 

 

本通達に従わない場合には、プノンペン都は、現行法規に基づいて、行政処罰や必要に応じた罰則

規定を講じるものとする。例えば、業務停止命令を発行するなどである。 

本通達は、廃棄物管理への参加と習慣となることを促すとともに、プノンペン都の公衆衛生・環境、そ

して、魅力の向上に貢献するため、プノンペン都民全員が確実に遵守し、責任持って実行することを願う。 
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それでは、プノンペン都廃棄物管理に係わる通達の中で述べられている「廃棄物管理全体(ごみの発生

から埋め立て処分まで)を改善するために実施した改革の結果として、ある程度望ましい成果が実現でき

た。」とは具体的に何でしょうか。 

 

当プロジェクトにおける効果としては、次のことがアピールポイントとして表れています。 

アピールポイント： 

① プノンペン都廃棄物収集運搬会社が１社独占から３地域分割提案型競争入札を導入するなどの改

革により１地区 1 事業体体制となり、ごみ収集に余裕が生まれ、定時収集・サービス向上が図られ、

街中のごみの滞留・ごみの散乱がほぼ解消し、同時に住民のシントリ社に対する印象が改善してい

る。(当プロジェクト対象地域はシントリ社が担当) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② サンカットとシントリ社は良好な関係にあり、地域の課題を両者で協議して解決策を導き廃棄物管理

改善に役立てている。 

③ 環境局がごみ収集改善に積極的に加わり、ごみ収集が確実に実施されるようにモニタリングスタッフ

を派遣し、ワッツアップで環境局とごみ収集運搬会社が連携できるようにグループをつくった。メンバ

ーは環境局・廃棄物管理局・廃棄物管理公社・ごみ収集運搬会社(３社)であり、ごみが滞留している

との情報が環境局に入ると直ぐにワッツアップを通じてごみ収集運搬会社の担当者に連絡するとと

もに情報共有する体制を整えた。 

④ サンカットではごみに係わるパトロール隊を編成し(村長、環境ボランティアなどの従来の体制を活

用)、パトロールすることでごみの分別、ごみ出し時間、不法投棄などのルール違反に対し注意・指導

する。これがルール違反の抑止になる。 

⑤ 子どもからのごみに係わるルール違反通報を奨励し、パトロールの補完として機能している(子ども

へは文房具の提供とともにルール違反は悪いことであるとの意識の定着化)。 

⑥ 廃棄物管理局・環境局・区・サンカット・住民の廃棄物管理改善に対する意識が高まり、それぞれが

担う役割に気づき、また、知ることで行動化へと進んでいる。 

 

 

 

 

 

気を付けてください 

ごみの収集に余裕が生まれ、歩行者等に配慮する姿が見られる 
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ただし、問題点・課題もあり、次のことがネガティブポイントとして表れています。 

ネガティブポイント： 

① ごみの分別等のごみに係わるルールの周知はなされているが、ルールを遵守しない住民がいる。 

② トラベック水路に投棄されるごみ量は確実に減少しているが、いまだ大量のごみが下流のサンカット

(PDT)に流れており、投棄ごみの発生源が不明である。 

③ シントリ社のパッカー車が古く、汚水が滴るなどの不具合がある(他の収集運搬会社は新規参入で

あり車両も新しい)。 

④ ごみを分別したことで、エッチャイによる生ごみの散乱は無くなったが、乾きごみ(白い袋)から資源ご

みのピックアップ時にごみを散乱させる。 

⑤ ごみを生ごみと乾きごみに分別しているが、最後は埋立て処分されることになる。 

⑥ 移動販売者に対するごみ出しのルールが未整備である。 

⑦ プノンペン都のごみ管理に係わる通達、ごみ収集運搬体制の整備により、区及びサンカットごとに

様々にアイデアを出しながら廃棄物管理改善に取り組んでいるが、関係者間での情報共有が不十

分である。良い事例を参考にして他でも展開することが必要であり、ローカルルール化しないように

注意する。 

 

これらの問題点・課題点をアクションプランのアップデートに反映させることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃棄物管理は行政と住民が一緒になって取り組んだことで「負のスパイラル」

から「正のスパイラル」へと反転 


